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ランチシェク・ショパン Fryderyk Franciszek Chopin（1810-1849）の作品のみを課題曲とす
る第 18 回フリデリク・ショパン国際ピアノ・コンクール（以下，ショパン・コンクールと











1 つくば国際短期大学 Tsukuba International Junior College 







しかしながら，本年 2020 年は新型コロナウイルス（COVID-19）の影響により，2020 年




から，本論ではヴァリアントの選択のみに焦点を絞り，その対象を第 1 次予選および第 2
次予選の選択作品として指定されている《バラード》全 4 曲とする． 
1-2 先行研究 
 ショパン・ピリオド楽器コンクールについての先行研究は，2 件挙げられる．1 件目は，
このコンクールの芸術的，社会的意義について考察した加藤一郎の論文である．加藤は，

























































=ジャック・エーゲルディンゲル Jean-Jacques Eigeldinger とジェフリー・コールバーグ
Jeffrey Kallberg による功績が大きい．ショパンの教育や弟子の楽譜への書き込みなどにつ
いて述べられたエーゲルディンゲルの著書『弟子から見たショパン』により，ショパンは
自身の作品を 2 度同じように弾くことはなかったことが広く知られるようになった 7）．こ
の本は幾度も改訂されているが，初版が出版されたのは 1970 年である．1982 年には，シ
ョパンの書き込みが見られる，弟子ジェーン・スターリング Jane Stirling の楽譜をファクリ
ミリとして出版した 8）．スターリングの楽譜は，現在，ショパンの各原典版において主要
な資料として使用されている．今日では，自筆譜や初版譜，弟子の楽譜などを小節単位で




Chopin’s First Editions Online（CFEO）10）などの取り組みへとつながっていると言える． 
一方で，コールバーグの博士論文では，「第 1 段階：ピアノにて」，「第 2 段階：スケッ
チ」，「第 3 段階：公開のための自筆譜，公開を放棄した自筆譜，出版のために用意された
手稿譜，贈呈用手稿譜」，「第 4 段階：筆写譜」というショパンの創作過程が明らかにされ
た 11）．現在のポーランド国立フリデリク・ショパン研究所 Narodowy Instytut Fryderyka 











み 2010 年に全集として完結した，ヤン・エキエル Jan Ekier 校訂ナショナル・エディショ
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ンの新版をはじめ，ノルベルト・ミュレマン Norbert Müllemann 校訂によるヘンレ原典版
の新版，ジョン・リンク John Rink 他校訂によるペータース社のショパン全集 新批判校訂
版が順次出版されており，さらにベーレンライター社も新たな原典版を出版しはじめてい
る．本論では，新たな原典版に示されたヴァリアントについて，どのような箇所で選択の


















3．バラード第 1 番 ト短調 作品 23 
3-1 資料と各版の編集方針 




2. フランス初版第 1 刷 F1：1836 年 7 月．パリ，モーリス・シュレザンジェ社 M. 
Schlesinger，プレート番号 M.S. 1928． 
3. フランス初版の後続版 F2：1836 年 8 月登録．パリ，シュレザンジェ社，プレート番号
M.S. 1928． 
4. ドイツ初版 G：1836 年 6 月，ライプツィヒ，ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社
Breitkopf & Härtel，プレート番号 5706． 
5. イギリス初版 E：1836 年 8 月．ロンドン，ウェッセル社 Wessel，プレートナンバー
1644． 





ナショナル・エディション：F2 に基づく，A を参照する． 
ヘンレ原典版：F2 を主たる資料とする．A を 2 次資料とする． 
ペータース新批判校訂版：F2 を主たる資料とする． 
パデレフスキ版：自筆譜と初版に基づく． 
3-2 バラード第 1番のチェックポイント 
上述のような編集方針の違いにより，楽譜上にヴァリアントが現われている．その中か
ら，演奏を聴いて，その違いが解釈の違いではなく明らかに楽譜の違いであることが分か
る箇所を検討した．その結果，以下の 7 箇所をチェックポイントとして設定した． 







4. バラード第 2 番 へ長調 作品 38 
4-1 資料と各版の編集方針 
バラード第 2 番に関して，ショパンが関わった資料は以下の 9 点が挙げられる． 
 
1. 自筆譜 A：1838–39 年．F1 のための製版用自筆譜，9 ページ［パリ，国立図書館所蔵，
Mus. 107］． 
2. 筆写譜 C：自筆の修正を伴ったグートマンの筆写譜，1839 年頃．ブライトコプフ＆ヘ
ルテル社のための製版用筆写譜，10 ページ［ストックホルムの音楽振興財団所蔵］． 
3. フランス初版（F1）の校正刷り FP（タイトルページなし）： A から準備された．修正
されていない．1840 年 10 月［パリ，国立図書館所蔵，Ac.p.2686］． 
4. フランス初版第 1 刷 F1：1840．パリ，トルプナ社 Troupenas，プレート番号 T.925． 
5. F1 の後続版 F2：1841 年頃，パリ，トルプナ社，プレート番号 T.925． 
6. ドイツ初版 G：1840 年．ライプツィヒ，ブライトコプフ＆ヘルテル社，プレート番号
6330．C から準備された． 
7. イギリス初版 E：1840 年 10 月 1 日．ロンドン，ウェッセル社，プレート番号 3182． 
8. 姉イェンジェイェーヴィチ Jędrzejewicz の楽譜集 J：F1 を使用［NIFC 所蔵，M/176］． 




ナショナル・エディション：A に基づく．C と F2，および，J と S を参照する． 
ヘンレ原典版：F2 を主たる資料とする．A と C を 2 次資料とする． 
ペータース新批判校訂版：F1 を主たる資料とする． 
パデレフスキ版：自筆譜と初版に基づく． 
4-2 バラード第 2 番のチェックポイント 
上述のような編集方針の違いにより，楽譜上にヴァリアントが現われている．その中か
ら，演奏を聴いて，その違いが解釈の違いではなく明らかに楽譜の違いであることが分か
る箇所を検討した．その結果，以下の 6 箇所をチェックポイントとして設定した． 
 
1. 第 52 小節右手：1-2 拍目の音 
2. 第 101 小節前半右手：上声部のリズム 
3. 第 105 小節右手内声：f1 音に変化するのが 4 拍目か 6 拍目か 
4. 第 147 小節右手：最初の音 
5. 第 195 小節後半両手：和音の音 





1. 第 26-27 小節右手 d2 間：タイの有無 
2. 第 45 小節右手最初の音：f♮の有無 
3. 第 63 小節右手最後の音：c あるいは d 
4. 第 88 小節右手：1･2 拍目の d 音間のスラーの有無，1 拍目の音のスタッカートの有無 
5. 第 103-105 小節左手：6 拍目の和音の有無 
6. 第 119 小節右手 2 拍目：  の上に♯の有無 
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5. バラード第 3 番 変イ短調 作品 47 
5-1 資料と各版の編集方針 
 バラード第 3 番に関して，ショパンが関わった資料は以下の 11 点が挙げられる． 
 
1. 自筆譜 A（紛失）： 1841 年 10 月．ドイツ初版の版下となった［写真複写は NIFC 所
蔵，F.1433］． 
2. 筆写譜 1 C1：フォンタナ Fontana による筆写譜，紛失．フランス初版の版下となった． 




4. フランス初版第 1 刷 F1：1841 年 11 月．パリ，シュレザンジェ社，プレート番号 M.S. 
3486． 
5. フランス初版後続版 F2：1841 年 12 月．パリ，シュレザンジェ社，プレート番号 M.S. 
 3486． 
6. ドイツ初版 G：1842 年 1 月．ライプツィヒ，ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社．
プレート番号 6652． 
7. イギリス初版 E：1842 年 1 月 20 日登録．ロンドン，ウェッセル社，プレート番号 
5299． 
8. 弟子デュボワの楽譜集 D：フランス初版．パリ，フランス国立図書館所蔵［Rés. F.980 
(II, 12)］． 
9. 弟子スターリングの楽譜集 S：フランス初版．パリ，フランス国立図書館所蔵［Vma. 
241 (V, 47)］． 
10. 姉イェンジェイェーヴィチの楽譜集 J：フランス初版［ワルシャワ，NIFC 所蔵，
M/176］． 
11. 弟子シェルバトフ Scherbatoff の楽譜集 Sch：フランス初版［ケンブリッジ，ハーバー




ナショナル・エディション：F2 に基づく．A を参照する． 
ヘンレ原典版：F2 を主たる資料とする．A を 2 次資料とする． 
ペータース新批判校訂版：自筆譜 A を主たる資料とする． 
パデレフスキ版：自筆譜と初版に基づく． 
5-2 バラード第 3番のチェックポイント 
上述のような編集方針の違いにより，楽譜上にヴァリアントが現われている．その中か
ら，演奏を聴いて，その違いが解釈の違いではなく明らかに楽譜の違いであることが分か
る箇所を検討した．その結果，以下の 10 箇所をチェックポイントとして設定した． 
 
1. 第 6-7 小節左手 es 音間のタイの有無 
2. 第 47-49 小節左手：オクターヴ下の音の付加の有無 
3. 第 99 小節右手リズム 
4. 第 116，118，120，122 小節：右手前打音の開始位置の指示 
5. 第 140 小節右手：3 拍目と 4 拍目のオクターヴ as2-as3 間のタイの有無 
6. 第 162 小節右手：3 拍目と 4 拍目の和音間のタイの有無 
7. 第 176 小節：左手リズム 
8. 第 200 小節前半：右手リズム 
9. 第 216 小節後半：両手リズム 
10. 第 231，233 小節：右手前打音の開始位置の指示 






6. バラード第 4番 へ短調 作品 52 
6-1 資料と各版の編集方針 
バラード第 4 番に関して，ショパンが関わった資料は以下の 8 点が挙げられる． 
 
1. 自筆譜 A1：不完全な自筆譜（第 1 小節から第 79 小節），1842 年頃．4 分の 6 拍子であ
り，他の楽譜上との違いがある．4 ページ［個人所蔵，写真複写は NIFC 所蔵，F.1434］． 
2. 自筆譜 [A2]：推測に基づく自筆譜．F1 の製版用自筆譜． 
3. 自筆譜 [A3]：推測に基づく自筆譜．E の製版用自筆譜． 
4. 自筆譜 A4：不完全な自筆譜（第 1 小節から第 136 小節），1842 年頃．G の製版用自筆
譜の一部．4 ページ［GB-Ob：Ms. M. D. [eneke] M. [endelssohn] b. 2, fols 52–53］． 
5. フランス初版第 1 刷 F1：1843 年 12 月．パリ，モーリス・シュレザンジェ社，プレー
ト番号 M.S 3957． 
6. フランス初版後続版 F2：F1 の後の版，1843 年 12 月．パリ，シュレザンジェ社，プ
レート番号 M.S 3957． 
7. ドイツ初版 G：1843年 11月．ライプツィヒ，ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社，
プレート番号 7001． 





ナショナル・エディション：A4 に基づく．第 137 小節以降はドイツ初版 G に基づき，
フランス初版 F とイギリス初版 E を参照する． 
ヘンレ原典版：A4（第 136 小節まで）とドイツ初版 G（第 137 小節以降）を主たる資
料とする． 
ペータース新批判校訂版：ドイツ初版 G を主たる資料とする． 
パデレフスキ版：自筆譜と初版に基づく． 
6-2 バラード第 4番のチェックポイント 
上述のような編集方針の違いにより，楽譜上にヴァリアントが現われている．その中か
ら，演奏を聴いて，その違いが解釈の違いではなく明らかに楽譜の違いであることが分か
る箇所を検討した．その結果，以下の 7 箇所をチェックポイントとして設定した． 
 
1. 第 43-44 小節右手和音間：タイの有無 
2. 第 87-88 小節右手和音間：タイの有無 
3. 第 92 小節右手 6 拍目：d2 か b1か 
4. 第 104 小節左手：右手とユニゾンか 2 拍目 5 拍目を延ばしているか 
5. 第 108-109 小節右手和音間：タイの有無 
6. 第 123 小節右手上声：3 拍目と 4 拍目の間：タイの有無 






 本論では，《バラード》全 4 曲を対象作品として，どのような箇所でヴァリアントの選択


















音。倚音。」 15) と説明されている.  
注 2）平成 31 年 3 月 13 日（水）14:00～16:30 に，一橋大学インテリジェントホールにおい
てシンポジウムが開催され 16），本論執筆者の 3 名共に聴講参加した．その際に配布され
たレジュメは次の通り．小岩信治，小倉貴久子，太田垣至，松尾梨沙，川口成彦：「一
橋大学国内交流セミナー シンポジウム 『歴史的ピアノと音楽文化 第一回ショパン
国際ピリオド楽器コンクールをふりかえる』」2019 年 3 月 13 日，一橋大学インテリジェ
ントホール（2019） 
注 3）ショパン生誕 150 年を記念してエキエル校訂によりポーランドの国家事業として
1959 年からナショナル・エディション（原題は Wydanie Narodowe Dzieł Fryderyka Chopina，
出版社はポーランド音楽出版 Polskie Wydawnictwo Muzyczne）の刊行が着手された．第 1
巻として 1967 年に『バラード集』が出版されたが，1997 年より新たな研究成果を反映
させ，リニューアル出版され，2020 年に全集として完結した．本論ではこのリニューア
ルされた版をナショナル・エディション新版と呼ぶ． 
注 4）The Complete Chopin, A New Critical Edition としてペータース社 Edition Peters から順次
刊行されている．2003 年にジャン＝ジャック・エーゲルディンゲル校訂の『プレリュー
ド集』が最初に出版された．クリストフ・グラボフスキ Christophe Grabowski，ジム・サ
ムソン Jim Samson 等，作品によって校訂者が異なる．本論ではペータース新批判校訂版
と呼ぶ． 
注 5）ベートーヴェンの作品をはじめとする原典版の出版でよく知られるヘンレ社 G. Henle 
Verlag からは，ショパンの作品は 1956 から 1990 年にかけて，エヴァルト・ツィメルマ
ン Ewald Zimmermann 校訂により出版された．その後，2007 年出版の『プレリュード集』
を皮切りにミュレマン校訂による新たな版が順次出版されており，本論ではミュレマン
校訂の版をヘンレ原典版新版と呼ぶ． 
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  Eigeldinger, Jean-Jacques：Chopin vu par ses élèves，Fayard，pp.81-82（2006） 
8）Eigeldinger, Jean-Jacques：Œuvres Pour Piano, fac-similé de l’exemplaire de Jane W. Stirling 
avec annotations et corrections de l’auteur（ancienne collection Edouard Ganche），Bibliothèque 
Nationale（1982） 
9）King’s Digital Lab：The Online Chopin Variorum（OCVE），http://www.chopinonline.ac.uk/o 
cve/ （2020.11.1） 
10）King’s Digital Lab：Chopin’s First Editions Online（CFEO），http://www.chopinonline.ac.uk/ 
cfeo/（2020.11.1） 
11）Kallberg, Jeffrey：The Chopin Sources：Variants and Versions in Later Manuscripts and Printed 
Editions. (Ph.D. dissertation) ，The University of Chicago，pp.142-188（1982） 
12）Kallberg, Jeffrey（訳：岡部玲子）：Are Variants a Problem? ‘Composer’s Intentions in Editing 
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付表 2 ショパン作曲《バラード》第 2 番 ヘ長調 作品 38 におけるヴァリアント 
※1 ペータース社新批判原典版，OCVE ともに F1 とされているため，出版年を 1840 年とした．ヘンレ原典版新版では
資料に含まれていない． 
※2 ペータース新批判校訂版では F1，ヘンレ原典版新版および OCVE では F2 とされており，記載の方法が異なってい
る．ヘンレ原典版新版が意味する F2 は修正される前の版を意味しており，校正刷りを F1 としている．ペータース新
批判校訂版および ODVE では修正された後の版を F2 としている．資料の分類方法そのものに違いが見られるため 




１. 第 52 小節 ２. 第 101 小節 
右手：1-2 拍目の音 前半右手上声部のリズム 
資
料 
1 自筆譜 A  
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 
b 音 as 音ともに 4 分音符 
2 筆写譜 C  
c-fis 重音，e（♭なし）
-c-fis の順 
b 音 4 分音符，as 音 8 分音符 
3 フランス初版校正刷り FP  
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 
b 音 as 音ともに 4 分音符 
4 フランス初版 1  F1 1840 
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 
b 音 as 音ともに 4 分音符 
5 フランス初版 2 F2 1841 
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 
b 音 as 音ともに 4 分音符 
6 ドイツ初版 G 1840 
c-fis 重音，e（♭なし）
-c-fis の順 
b 音 4 分音符，as 音 8 分音符 
7 イギリス初版 E 1840 
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 




J 1840 ※1 
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 
b 音 as 音ともに 4 分音符 
9 弟子スターリングの楽譜 S 1841 ※2 
a-es 重音，c-a-fis 音
の順 






























b 音 as 音ともに 4 分音符，b 音 4 分音












b 音 as 音ともに 4 分音符，b 音 4 分音符 




に分類されており（ACO 当該ページについては下記アドレスを参照），ここで示される「1a」とは修正後の F2 であるこ




３. 第 105 小節 ４. 第 147 小節 ５. 第 195 小節 ６. 第 201-203 小節 
右手内声：ｆに変化する




6 拍目 b（♮なし）-e 重音 
4 拍目和音 as-b-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h（♭なし）-d，6
拍目和音 as-b-d 
右手和音は d-e-gis-h と c-e-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
6 拍目 h-e 重音 
4 拍目和音 as-b-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h（♭なし）-d，6
拍目和音 as-b-d 
右手和音は gis 音の前打音を伴った gis-
d-e-gis-h と c-e-a，左手は低い方の C1-E
と A1-A-e 
いずれでもなく両方 ges音 b（♮なし）-e 重音 
4 拍目和音 as-b-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h（♭なし）-d，6
拍目和音 as-b-d 
右手和音は c-e-gis-h と c-e-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
4 拍目 h-e 重音 
4 拍目和音 as-b-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h（♭なし）-d，6
拍目和音 as-b-d 
右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
4 拍目 h-e 重音 
4 拍目和音 as-h-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h-d，6 拍目和
音 as-h-d 
右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
6 拍目 h-f 重音 
4, 5, 6 拍和音いずれも as-b-
d 
右手和音は gis 音の前打音とそのタイを伴
った gis-d-e-gis-h と c-e-a，左手は低い
方の E1-E と A1-A-e 
6 拍目 h-e 重音 
4, 5, 6 拍和音いずれも as-h-
d 
右手和音は d-e-gis-h と c-e-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
4 拍目 h-e 重音 
4 拍目和音 as-b-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h（♭なし）-d，6
拍目和音 as-b-d 
右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
4 拍目 h-e 重音 
4 拍目和音 as-h-d，5 拍目和
音 a（♭なし）-h-d，6 拍目和音
as-h-d 
右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e 
4 拍目 h-f 重音 4, 5, 6 拍和音いずれも gis-h-d 
右手和音は gis 音の前打音を伴った gis-









4, 5, 6 拍和音いずれも as-b-d 
右手和音は（ ）付き gis 音の前打音を伴っ
た gis-d-e-h と a-c-e-a，左手は低い方の
E1-E と A1-A，右手和音は gis-d-e-gis-h









4, 5, 6 拍和音いずれも as-
［ ］付き b-d，4, 5, 6 拍和音い
ずれも as-h-d のヴァージョン
をメインの楽譜に併記 
右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e，右手和音は gis 音の前
打音を伴った gis-d-e-gis-h と c-e-a，左手










右手和音は gis-d-e-h と a-c-a，左手は高
い方の E-e と A-e，右手和音は gis 音の前
打音を伴った gis-d-e-gis-h と c-e-a，左手
は低い方の E1-E と A1-A-E のヴァージョ
ンをページ下部に★印で付記，，校訂報告
参照の付記あり 
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ショパンの作品におけるヴァリアントの選択
 
付表 3 ショパン作曲《バラード》第 3 番 変イ長調 作品 47 におけるヴァリアント 
※1 資料 8から 11 までの 4人の弟子および近親者が使用した楽譜については，ペータース新批判校訂版およびヘンレ









１.第 6-7 小節 
２. 第 47-49
小節 
３. 第 99 小節 
４. 第 116, 
118,120,122
小節 

















1 自筆譜 A   あり なし 
3 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 
2 筆写譜１（紛失） C1             
3 筆写譜２ C2   あり なし 
3 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 
4 フランス初版 1 F1 1841 あり なし 
3 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 
5 フランス初版 2 F2 1841 あり なし 
3 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 
6 ドイツ初版 G 1842 なし なし 
4 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 
7 イギリス初版 E 1842 あり なし 
3 拍目に as 音
のオクターヴ 
なし なし 











































スキ Ignacy Jan 
Paderewski 校訂） 































Jim Samson 校訂） 
JS 2006 あり なし 































６. 第 162 小節 ７. 第 176 小節 ８. 第 200 小節 ９. 第 216 小節 
１０. 第 231, 
233 小節 
右手 3 拍目と 4
拍目の和音間
のタイの有無 






と 8 分音符 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音符 3 つとも 8 分音符 なし 
          
あり 
前半後半ともに 4 分音符
と 8 分音符 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音符，
および 1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8
分休符の 2 つのヴァージョンを併記 
6 拍目が 16 分休符




と 8 分音符 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
なし 
なし 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休
符 
6 拍目が 16 分休符




と 8 分音符 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音符 3 つとも 8 分音符 なし 
なし 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休
符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
なし 
あり 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休
符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
いずれもあり 
なし 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
なし 
なし 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
なし 
なし 
前半 8 分音符，16 分休
符，16 分音符，8 分音符，
後半 8 分音符 3 つ 
1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休符 
6 拍目が 16 分休符




と 8 分音符 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符 
なし 
（ ）付きであり 
前半 8 分音符，16 分休符，
16 分音符，8 分音符，後半




1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休符 
6 拍目が 16 分休符
と 16 分音符，メイン









前半 8 分音符，16 分休符，
16 分音符，8 分音符，後半
8 分音符 3 つのヴァージョ
ンを併記 
1 拍目 4 分音符，3 拍目 8 分音
符，メインの楽譜に 1-2 拍目 8 分
音符，3 拍目 8 分休符の 2 つのヴ
ァージョンを併記 
3 つとも 8 分音符，メ
インの楽譜に 6 拍目








前半 8 分音符，16 分休符，
16 分音符，8 分音符，後半




1-2 拍目 8 分音符，3 拍目 8 分休
符，ページ下部に★印で 1 拍目 4
分音符，3 拍目 8 分音符の 2 つの
ヴァージョンを付加 
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